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Ⅰ　はじめに

　ユスリカ科 (Chironomidae) ほど、地球上あらゆ

る水域に生息する昆虫はない。幼虫は、河川・湖沼

などの陸水はもちろん、海生の種もあり、ヒマラ

ヤやグリーンランドの氷河、pH 1.4 の強酸性の温

泉、深さ 50m の湖底など、他の昆虫が生息できない

ような環境にも生息する。南極から記録されている

有翅昆虫はユスリカ科の 2種だけである（石川良輔

1996）。昨年、衛生動物関係の方から、大震災によ

る宮城県気仙沼市沿岸の陥没で、満潮ごとに海水に

浸かる汚泥の堆積した場所から発生し、港湾で作業

する漁業者を悩ませているユスリカの同定依頼があ

り、シオユスリカ Chironomus salinarius を同定した。

このような場所にもいち早く大繁殖するのもユスリ

カである。

　ところが、ユスリカ科は、成虫の体長は数 mmで、

日本最大のオオユスリカでも 10mm ほどしかなく、

肉眼での同定はほとんど不可能に近い。また、カの

ように「害虫」ともいえない。そのために、分類学

が遅れ、日本で大きく進展してきたのは、1970 年

代後半以降である。現在、日本では 2000 余種、世

界では万を超える種が記録されている。このような、

水生昆虫が、環境モニタリングに活用されないわけ

はなく、日本でもその例は枚挙にいとまがない（例

えば Hirabayashi ら 2011 など一連の研究）。

　ユスリカを用いての環境アセスメントといって

も、全種調査、特定の種を選んでの重金属などに

対する耐性調査、河川流域ごとの community 変化、

種（属）に指数を与えての調査など、さまざまな方

法がある (Rosenberg 1992)。ここでは、一般によ

く行われる全種調査を行った。一般に種数が多いほ

ど、環境が多様であることを示す。また、種により

幼虫の生息環境が異なることが知られているので、

それらを手がかりとして環境を評価することができ

る、などの利点がある。

　特に、今回のように、森林内渓流の調査は、今ま

であまり行われていなかったので、その点でも、非

常に意義ある研究であった。１年余の比較的短期間

の調査だったが、106 種、うち未記載種が少なくと

も１種、そして新種 1種を記録した。

　ユスリカ科は現在世界で 8亜科に分けられている
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要　旨

　2010 年 11 月から 2012 年 3月まで、西丹沢、山北町の中川上流に連なるヌタノ沢で、定期的に、

①飼育羽化、②ライトトラップ、③底質からの幼虫の採集、の 3方法により、ユスリカを採集し、
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また 1種が新種「タンザワエリユスリカ」として記載された。
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が、うち、日本産はイソユスリカ亜科、ケブカユス

リカ亜科、モンユスリカ亜科、ヤマユスリカ亜科、

オオヤマユスリカ亜科、エリユスリカ亜科、ユスリ

カ亜科（ユスリカ族とヒゲユスリカ族に分ける）の

7亜科が知られている。今回の調査では、イソ、オ

オヤマを除く 5亜科が観察された。

Ⅱ　調査法

　ライトトラップ（LED 捕虫灯 CR-1007 有 .コスモ

理研 )による採集（担当石綿）、底質からの幼虫の

拾い出し（担当司村）、底質からの飼育羽化成虫の

採取（担当小林）の３方法により原則月１回採集を

行った。飼育羽化は、直径 30cm、深さ 15cm の円形

水槽に底質約１ℓを入れて水を入れ、エアポンプで

通気し、水槽の口を 40 メッシュのナイロンネット

で被い、毎日羽化する成虫を吸虫管で採取した。１

つのセットで約２ｹ月羽化成虫を採集した。標本は

エタノール保存し、日本ユスリカ研究会編「1-2 標

本の作り方」により、永久プレパラートにして検鏡

観察、同定、記録した。プレパラートはすべて、国

立科博の佐々コレクションの一部として寄託した。

Ⅲ　結果と考察

　永久プレパラートにした亜科 (族 )別成虫数は以

下のとおりだった。

モ ン ユ ス リ カ 亜 科 Tanypodinae 144 点、 ケ

表１　ヌタノ沢のユスリカ
TAN: Tanypodinae モ ン ユ ス リ カ 亜 科，POD: Podonominae ケ ブ カ ユ ス リ カ 亜 科，DIA: Diamesinae ヤ マ ユ ス リ カ 亜 科，ORT: 
Orthocladiinae エリユスリカ亜科，CHI-C: Chironominae Chironomini ユスリカ亜科ユスリカ族，
CHI-T: Chironominae Tanytarsini　ユスリカ亜科 ヒゲユスリカ族 　　　　　　　　　
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ブカユスリカ亜科 Podonominae ３点、ヤマユ

スリカ亜科 Diamesinae ３点、エリユスリカ

亜 科 Orthocladiinae 608 点、 ユ ス リ カ 亜 科

Chironominae 889 点（うちユスリカ族 Chironomini 

522 点、ヒゲユスリカ族 Tanytarsini 367 点 )、合

計 1,647 点。採集された亜科別個体数は、およそ

これに比例的である。すなわち、ユスリカ亜科とエ

リユスリカ亜科が大半を占め、次いでモンユスリカ
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亜科、あとの２亜科はわずかだった。

　５亜科 46 属 106 種 ( 一部分類群 ) が記録された

（表１）。亜科別ではモンユスリカ亜科が 13 種、ケ

ブカユスリカ亜科２種、ヤマユスリカ亜科２種、エ

リユスリカ亜科 62種、そしてユスリカ亜科 32種（う

ち、ユスリカ族 24 種、ヒゲユスリカ族８種）だっ

た。また、採集法別では、飼育羽化によって 58種、

ライトトラップで 59種、幼虫では 35種（属）が採

集された。

　採集法別による採集率（採集方法による種数／全

種数）を求めると、飼育羽化で (58/106)55%、ライ

トトラップで (59/106)56%、底質からの幼虫の拾い

表２　底質からのみ採集された属

表３　飼育羽化の結果
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出しは (35/106)33% になる。飼育羽化やライトト

ラップのいずれかだけでは全種数の半分近くが採集

できなかったことになる。また、幼虫だけで採集さ

れた属（種）が 12属（種）あった（表２）。これら

のことは、ファウナ調査のためには、一採集法だけ

による調査では、全く不充分であることを示してい

る。ある地域での、より真実に近いユスリカ・ファ

ウナを調べるためには、さまざまな採集法を使って、

できるだけ長期にわたって行うことが必要である。

　総括的にいえる特徴は、①エリユスリカ亜科が

62 種で、ユスリカ亜科の 32 種に比べて、かなり多

いが、これは調査地が流水環境のために、流水生の

種が多いエリユスリカ亜科が多かったためと考えら

れる。②日本初記録あるいは希少種が 15 種もあっ

たこと（表１）。調査地のような環境が、過去にあ

まり調査されていなかったためと思われる。初記録

の種は多くがロシア極東で記載された種だったが、

これはヌタノ沢のユスリカ相には北方系の要素が含

まれることを示している。③新種記載された種が１

種、タンザワエリユスリカ Orthocladius piloculatus、

未記載種が 1種採集されたこと（後述）。④山地渓

流性のケブカユスリカ亜科 Podonominae とヤマユ

スリカ亜科 Diamesinae が予想外に少なく、それぞ

れ２種で個体数も僅少であったこと。これは、ヌタ

ノ沢が大きな礫が多く急峻で、あきらかに源流型

の渓流ではあるが、気候帯は暖温帯であり、標高
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500–600m の低山帯にあるため、高山帯、亜高山帯

の渓流とは環境を異にするためと考えられる。⑤飼

育羽化は水槽（止水環境）を用いているので、エリ

ユスリカ亜科のような流水生の種が多い亜科は成育

しにくいのではないかと思われる。そのために、エ

リユスリカ亜科の種数が飼育羽化では相対的に少な

く、ライトトラップでは多い結果になったと考えら

れる。

　飼育羽化の沢別、月別の羽化結果を表３に示した。

A 沢から 50 分類群 916 個体、B 沢からは 57 分類群

2,170 個体が採集された。B沢の方が分類群、個体

数ともに多かった。

Ⅳ　新種 タンザワエリユスリカ Orthocladius 
piloculatus  Kobayashi, 2012　について

　ライトトラップによって、雄成虫 17 個体が 2010

年 12 月 16 日、B 沢 ( 上 ) で採集された。体長２

mm半から３mmほどの黒い成虫である。検鏡の結果、

交尾器（図 1）、翅、その他の特徴は、どう見て

も、明らかにエリユスリカ属 (Orthocladius) の亜属

Euorthocladius であることを示していた。一見して、

冬期によく見られるカニエリユスリカ O.(E.) kanii 

(Tokunaga, 1939) によく似ていた。ところが、な

んと、複眼の個眼の間に長い毛がたくさん生えてい

る（図２）。エリユスリカ属の成虫の複眼には毛は

ない（’eye bare’、あってもごく短い微毛）のが

特徴のひとつとされている（図３）。複眼の毛の有

無は属（例えばツヤユスリカ属 Cricotopus は’eye 

hairy’である）の重要な key のひとつである。こ

の標本で、複眼に毛がないと仮定して、いくつかの

検索表をたどってみると、どの検索表でもエリユス

リカ属に落ちた。そこで、できるだけ多くのエリユ

スリカの文献で、複眼に毛のある種があるかを探し

てみた。が、そのような種は全くない。もし、これ

を「エリユスリカ属」として発表すれば、「複眼に

毛はない」という従来の属の定義に重い修正を加え

ることになる。そこで、2011 年 8 月ごろ、ユスリ

カ分類学の世界的権威、ノルウェー・ベルゲン大学

名誉教授のセーザー (O. A. Sæther) 博士に尋ねて

みた。数回のやりとりの後、やはり、これはエリユ

スリカ属の新種であるとのこと、そして、種小名は

「目に毛がある」という意味の piloculatus が良いだ

ろうとの返事までもらった。つまり、この学名はセー

ザー博士が名付け親である。因みに、博士はその半

年後、2012 年 1 月に（享年 74 才）逝去された。論

文は、2012 年３月、Zootaxa 誌 3230 号に掲載され

た。タイプ 17 点は国立科博に寄託した。石綿、司

図 1　タンザワエリユスリカ Orthocladius piloculatus の交尾器

図 2.　タンザワエリユスリカの複眼

図 3　 カニエリユスリカ Orthcocladiius kanii の複眼
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村両氏の協力で、雌成虫、さなぎ、幼虫の採集を試

みたが、成功していない。

Ⅴ　 未 記 載 種 ヒ ゲ ユ ス リ カ 属 の 一 種
Tanytarsus sp. Nutanosawa について

　通常、ヒゲユスリカ属雄成虫の尾針背側には、数

個の小さなトゲのかたまり (cluster of spinules) 

がほぼ１列、あるいは不規則に並んでいるが、この

種は、エダヒゲユスリカ属 (Cladotanytarsus) のよ

うにトゲのかたまりの数が多く、不規則に散在して

いる（図４）。エダヒゲでは中底節突起の毛が途中

で枝分かれするが、この標本では枝分かれがないの

でヒゲユスリカ属 (Tanytarsus) である。2011 年と

12 年のそれぞれ春に、飼育羽化によって、A沢から

雄４、雌３個体、B 沢から雄 10 個体、雌８個体が

採集された。今後の詳細な検討が必要である。
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図 4　ヒゲユスリカ属の一種 Tanytarsus sp. Nutanosawa の交尾器




